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　北陸の主要生コン協同組合は共販立て直しと
値上げを進めており、調査機関の表示価格もじり
じり上がってきた。富山では富山生コンクリート
協同組合が昨夏に１５００円の値上げを行い１万
６０００円（２１・１８・２５）としたほか、高岡地区生
コンクリート協同組合も４月に１５００円の値上げ
を打ち出していた。そうした成果が反映され、『積
算資料』１０月号で富山が１０００円上昇の１万５５００
円、高岡では１万６０００円となった。高岡は協組
の打ち出し価格が満額反映された。
　富山協組は小口の公共物件で値上げの浸透に
取り組んだ。昨年、富山駅周辺のホテル工事に関
しては市況対策を優先したことで、員外社が納入

していた。値上げから１年経ち、ほぼ新契約に切
り替わりつつあることから、値上げの一部が反映
されたもよう。富山協組では引き続き表示価格の
引き上げを強く求めていく。
　富山以外でも８～９月に新潟、金沢で表示価格
が引き上げられている。金沢は『建設物価』９月
号で４００円上昇し、１万３２００円となった。新潟も
『建設物価』８月号で７００円上昇し、１万１２００円
となった。両都市とも員外問題を抱える中で、今
年に値上げを打ち出していた。金沢は土木向けで
浸透が進んだことから、今後は建築向けに力を入
れる。新潟も、ゼネコンの理解を得ながら、さら
なる値上げを進める方針。
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す
る
ス
ラ
ッ
ジ
（
乾
燥

ベ
ー
ス
）
は
年
間
１
３
５

万
亅
と
推
定
さ
れ
、
そ
の

多
く
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る

現
状
を
説
明
。
そ
こ
で
ス

ラ
ッ
ジ
固
形
分
の
一
部
を

セ
メ
ン
ト
の
代
替
と
し
て

利
用
す
る
ス
ラ
ッ
ジ
の
高

度
利
用
に
向
け
て
、
島
根

大
学
、
広
島
地
区
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
、
ま

る
せ
、
北
川
鉄
工
所
、
東

亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー
で
共

同
研
究
を
進
め
て
い
る
。

す
で
に
セ
メ
ン
ト
の
活
性

度
や
ス
ラ
ッ
ジ
水
分
中
の

安
定
剤
の
濃
度
と
い
っ
た

ス
ラ
ッ
ジ
水
の
状
態
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
し
、

か
つ
ス
ラ
ッ
ジ
水
を
自
動

で
安
定
化
さ
せ
る
装
置
が

開
発
さ
れ
、
工
場
で
検
証

し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し

た
。
　
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
、

日
工
の
岡
明
森
衛
氏
が

「
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
が

造
る
操
作
盤
に
つ
い
て
」

の
題
で
講
演
し
、
同
社
の

最
新
型
超
高
機
能
操
作
盤

「
Ｃ
ｙ
ｂ
ｅ
ｒ
・
Ａ
ｄ
ｖ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ
（
サ
イ
バ
ー
・

ア
ド
バ
ン
ス
）」で
行
え
る

機
能
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
繋
が
っ
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
①
稼
働
状
況
（
出
荷
量

や
バ
ッ
チ
数
な
ど
）
②
計

量
実
績
の
情
報
（
材
料
ご

と
の
計
量
設
定
値
や
計
量

実
績
値
な
ど
）
③
エ
ラ
ー

情
報
（
操
作
盤
で
発
生
し

た
エ
ラ
ー
の
内
容
）
④
損

耗
管
理
（
プ
ラ
ン
ト
の
累

積
稼
働
デ
ー
タ
な
ど
）
⑤

点
検
表
（
紙
で
管
理
し
て

い
た
点
検
や
修
理
実
績
管

理
な
ど
）を
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
操
作
盤
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
各
種
デ
ー
タ
な
ど

を
同
社
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

バ
ー
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
で
、
同
社
の
カ
ス

タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
ト
ラ
ブ
ル
発
生
か

ら
復
旧
ま
で
ア
シ
ス
ト
す

る
「
デ
ー
タ
お
預
か
り

サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
の
早

野
博
幸
氏
が
、
同
社
が
開

発
し
た
練
混
ぜ
後
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ス
ラ
ン
プ
値

を
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

の
深
層
学
習
（
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
に
よ
る
画

像
認
識
を
利
用
し
て
予
測

す
る
技
術
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
撮
影
し
た
画
像
サ

イ
ズ
に
よ
っ
て
ス
ラ
ン
プ

の
正
解
率（
実
測
値
±
２
・

５
唖
）
が
変
化
す
る
こ
と

や
、
ス
ラ
ン
プ
だ
け
で
な

く
ス
ラ
ン
プ
フ
ロ
ー
の
予

測
も
可
能
で
、
予
測
シ
ス

テ
ム
を
工
場
へ
実
装
し
、

運
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
た
。

　
鹿
島
建
設
の
柳
井
修
司

氏
は
「
動
画
像
分
析
を
活

用
し
た
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
全
量
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

受
入
れ
管
理
」
の
題
で
講

演
。
現
場
で
の
荷
受
け
時

に
撮
影
し
た
画
像
を
使
っ

た
ス
ラ
ン
プ
値
の
推
定

や
、
連
続
Ｒ
Ｉ
水
分
計
に

よ
る
単
位
水
量
の
測
定
と

い
っ
た
技
術
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。

規
格
外
品
を
除
外

　
柳
井
氏
の
講
演
後
に
早

野
氏
か
ら
、
ス
ラ
ン
プ
に

つ
い
て
、
現
行
の
試
験
方

法
や
測
定
誤
差
、
検
査
の

許
容
値
に
対
す
る
考
え
方

へ
の
質
問
が
あ
り
、
柳
井

氏
は
「
当
初
の
開
発
コ
ン

セ
プ
ト
は
明
ら
か
に
規
格

値
（
許
容
値
）
か
ら
外
れ

た
も
の
を
除
外
す
る
こ
と

で
あ
り
、
規
格
外
品
は
ア

ラ
ー
ト
を
発
信
し
て
、
受

入
れ
な
い
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
一
方
で
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
全
量
の
性
状
が

把
握
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
見
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
も
の
が

見
え
始
め
て
い
る
」と
し
、

現
在
の
試
験
方
法
に
よ
る

検
査
結
果
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
こ
れ
か
ら
の
検
討

課
題
と
し
た
。

　
閉
会
あ
い
さ
つ
で
秋
田

知
芳
氏
（
山
口
大
学
）
は
、

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
中
国

支
部
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
で
、
遠
方
か
ら
の

参
加
者
も
多
か
っ
た
と
報

告
。
第
２
弾
と
し
て
、　１２

月
　
日
に
対
面
式
に
加

１０
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

同
時
配
信
と
す
る
「
わ
か

り
や
す
い
コ
ン
ク
リ
ー

ト
」
講
習
会
を
開
催
す
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。

　
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

学
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）
中
国
支

部
（
中
村
秀
明
支
部
長
）

は
　
月
　
日
、
オ
ン
ラ
イ

１０

２７

ン
方
式
で
生
コ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
開
い
た
。
約
１
１

０
人
が
参
加
し
た
。
同
セ

ミ
ナ
ー
は
、
昨
年
中
止
と

な
っ
た
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
学
年
次
大
会
で

企
画
し
て
い
た
内
容
を

ベ
ー
ス
に
、
そ
の
後
の
技

術
開
発
の
動
向
に
つ
い
て

発
表
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
行
わ

ず
、
講
演
に
関
す
る
質
疑

応
答
の
み
と
し
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
っ

て
、
中
村
支
部
長
が
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
経
緯
を
説
明

し
「
生
コ
ン
に
関
す
る
最

先
端
の
技
術
を
紹
介
す
る

の
で
、こ
れ
か
ら
の
製
造
、

運
搬
な
ど
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
化
学

混
和
剤
協
会（
竹
本
油
脂
）

の
小
林
竜
平
氏
が
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
用
収
縮
低
減
剤

の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
制
定
に
つ
い

て
」の
題
で
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
乾
燥
収
縮
や
収
縮
低

減
剤
の
特
性
、
昨
年
制
定

さ
れ
た
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
６
２
１

１
の
内
容
な
ど
を
説
明
し

た
。
同
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
乾
燥
収
縮

を
低
減
す
る
た
め
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
練
り
混
ぜ
て

使
う
収
縮
低
減
剤
が
対
象

で
あ
り
、
硬
化
後
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
へ
塗
布
す
る
タ

イ
プ
の
収
縮
低
減
剤
は
対

象
外
で
あ
る
こ
と
、
収
縮

低
減
剤
の
性
能
は
、
収
縮

低
減
剤
を
使
用
し
た
モ
ル

タ
ル
と
収
縮
低
減
剤
を
使

用
し
て
い
な
い
モ
ル
タ
ル

の
性
能
を
比
較
し
て
、
判

定
す
る
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
た
。

　
続
い
て
、
島
根
大
学
の

新
大
軌
氏
が
「
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ス
ラ
ッ
ジ
水
高
度

利
用
の
提
案
」
の
題
で
講

演
。
生
コ
ン
工
場
で
発
生

１
年
越
し
の
生
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

最
新
の
生
コ
ン
技
術
紹
介

Ｊ
Ｃ
Ｉ
中
国
 ス
ラ
ッ
ジ
高
度
利
用
な
ど

急
減
。　
年
３
月
期
は
　

２２

３０

億
円
の
黒
字
予
想
か
ら
一

転
、　
億
円
の
赤
字
を
見

１５

込
む
。
宇
部
興
産
で
は
４

～
９
月
期
の
建
設
資
材
部

門
の
営
業
利
益
が
　
％
減

６４

の
　
億
円
に
と
ど
ま
っ

２０
た
。
通
期
予
想
は
　
億
円

６０

と
　
億
円
減
る
。
豪
州
炭

８７
価
格
（
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）
は
８
１

４
２
円
高
の
１
万
６
８
４

２
円
と
予
想
す
る
。

　
セ
メ
ン
ト
各
社
は
１
０

０
０
～
１
５
０
０
円
の
値

上
げ
を
実
現
し
た
２
０
０

８
年
当
時
と
同
様
に
、

並
々
な
ら
ぬ
決
意
で
値
上

げ
を
貫
徹
す
る
構
え
だ
。

ト
ク
ヤ
マ
の
決
算
記
者
会

見
で
横
田
浩
社
長
は
「
背

水
の
陣
で
取
り
組
み
た

い
」
と
述
べ
た
。
セ
メ
ン

ト
大
手
の
経
営
幹
部
は
交

渉
の
行
方
に
よ
っ
て
は

「
出
荷
を
停
止
す
る
可
能

性
も
排
除
し
な
い
」
と
す

る
。
　
今
回
の
大
幅
値
上
げ

は
、「
物
価
の
優
等
生
」
な

ど
と
揶
揄
さ
れ
て
き
た
セ

メ
ン
ト
が
、
新
た
な
相
場

観
を
形
成
す
る
転
機
に
な

る
可
能
性
も
秘
め
る
。
セ

メ
ン
ト
各
社
は
莫
大
な
脱

炭
素
化
投
資
の
原
資
を
確

保
す
る
た
め
、
中
長
期
的

に
価
格
水
準
を
引
き
上
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今

回
の
値
上
げ
が
中
途
半
端

な
形
で
終
わ
る
よ
う
だ

と
、
そ
の
確
保
も
ま
ま
な

ら
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

る
。「
将
来
に
と
っ
て
も
大

事
な
値
上
げ
」（
セ
メ
ン
ト

大
手
）
と
位
置
付
け
、
強

い
姿
勢
で
交
渉
に
臨
む
。

　
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
は

２
日
、
セ
メ
ン
ト
・
固
化

材
の
販
売
価
格
を
２
０
２

２
年
２
月
１
日
出
荷
分
か

ら
亅
当
た
り
２
４
０
０
円

引
き
上
げ
る
と
発
表
し

た
。
す
で
に
太
平
洋
セ
メ

ン
ト
、
宇
部
三
菱
セ
メ
ン

ト
が
値
上
げ
を
表
明
し
て

お
り
、
大
手
３
社
が
出
そ

ろ
っ
た
。
石
炭
や
原
油
の

価
格
高
騰
に
よ
る
製
造
、

物
流
コ
ス
ト
の
上
昇
が
共

通
の
理
由
。
老
朽
化
し
た

設
備
の
維
持
更
新
費
用
や

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
に
向
け
た
脱
炭
素

化
コ
ス
ト
な
ど
も
織
り
込

ん
だ
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

以
降
、
２
０
０
０
円
水
準

の
値
上
げ
は
例
が
な
い
。

満
額
浸
透
す
れ
ば
全
国
の

主
要
市
場
で
１
万
１
０
０

０
円
前
後
で
張
り
付
い
て

い
る
セ
メ
ン
ト
の
相
場
観

は
一
変
す
る
。

　
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
と
宇

部
三
菱
セ
メ
ン
ト
は
１
月

出
荷
分
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２

０
０
０
円
、
２
２
０
０
円

以
上
値
上
げ
す
る
。
ト
ク

ヤ
マ
な
ど
中
堅
各
社
も
２

０
０
０
円
以
上
の
値
上
げ

を
表
明
し
て
い
る
。

　
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
の

大
西
利
彦
取
締
役
専
務
執

行
役
員
は
、
原
燃
料
価
格

の
上
昇
は
「
尋
常
で
は
な

い
」
と
し
、
満
額
浸
透
の

実
現
に
向
け
て
「
相
当
の

覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組

む
」
と
強
調
す
る
。
コ
ス

ト
高
の
影
響
で
セ
メ
ン
ト

事
業
そ
の
も
の
が
成
り
立

た
な
く
な
る
恐
れ
が
出
て

お
り
、
傷
を
少
し
で
も
浅

く
す
る
た
め
に
３
か
月
で

交
渉
を
仕
上
げ
る
。
先
月

下
旬
に
開
い
た
支
店
長
会

議
で
値
上
げ
の
方
針
を
伝

え
、
各
支
店
は
販
売
店
会

議
を
開
く
な
ど
ユ
ー
ザ
ー

に
申
し
入
れ
始
め
た
。
本

社
の
営
業
担
当
者
は
建
設

各
社
を
訪
れ
、
現
場
口
の

値
上
げ
に
理
解
を
求
め

る
。
　
セ
メ
ン
ト
各
社
の
セ
メ

ン
ト
事
業
の
採
算
が
悪
化

し
て
き
た
。
ト
ク
ヤ
マ
の

２
０
２
１
年
４
～
９
月
期

の
セ
メ
ン
ト
部
門
の
営
業

利
益
は
前
年
同
期
比
　
・
９９

８
％
減
の
５
０
０
万
円
と

相
場
観
変
え
る
転
機
に

セ
メ
ン
ト
大
手
値
上
げ
そ
ろ
う

程
の
遅
れ
な
ど
が
出
荷
の

足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
も

よ
う
。
三
多
摩
や
埼
玉
中

央
も
不
振
が
続
く
。

　
東
京
地
区
は
前
年
同
月

比
８
・
３
％
増
の
　
万
６

２３

千
逢
で
、
２
か
月
ぶ
り
に

増
加
し
た
。
都
市
開
発
工

事
が
本
格
化
し
つ
つ
あ

り
、
４
か
月
ぶ
り
に
　
万
２３

逢
を
超
え
た
。
こ
れ
か
ら

出
荷
の
勢
い
は
徐
々
に
増

し
、
２
～
３
月
は
　
万
逢

２９

に
達
す
る
見
通
し
。た
だ
、

上
期
の
荷
動
き
が
予
想
に

反
し
て
低
調
だ
っ
た
た

め
、
今
年
度
の
出
荷
は
２

８
０
万
逢
と
当
初
予
想
か

ら
　
万
逢
下
振
れ
る
。

２０
　
東
関
東
や
千
葉
中
央
で

は
物
流
倉
庫
や
都
市
開
発

な
ど
が
動
き
始
め
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
　
・
３
％

１１

増
の
３
万
１
千
逢
、　
・
２０

８
％
増
の
４
万
８
千
逢
と

な
っ
た
。

　
　
月
の
関
東
一
区
生
コ

１０
ン
主
要
　
協
同
組
合
の
生

１０

コ
ン
出
荷
は
東
京
地
区
、

東
関
東
、
千
葉
中
央
を
除

い
た
７
協
組
で
前
年
同
月

を
下
回
っ
た
。
中
で
も
、

神
奈
川
県
内
の
協
組
の
不

振
が
目
立
っ
て
お
り
、
湘

南
、
玉
川
は
　
％
以
上
の

３０

マ
イ
ナ
ス
。
神
奈
川
も
１

割
減
と
な
っ
た
。
建
設
工

湘
南
・
玉
川
３
割
減

関
東
一
区
の
　
月
出
荷

１０

タ
イ
プ
の
低
炭
素
型
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
「
コ
ス
ト
負

担
が
重
い
」
と
し
て
価
格

を
改
定
す
る
。
サ
イ
ロ
へ

の
混
和
材
な
ど
の
入
れ
替

え
作
業
や
計
量
装
置
の
増

設
、混
和
材
の
貯
蔵
管
理
、

品
質
管
理
な
ど
で
コ
ス
ト

が
か
さ
ん
で
い
る
と
い

う
。
　
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
と
し

て
、
残
コ
ン
・
戻
り
コ
ン

の
削
減
と
、
運
搬
車
が
現

場
周
辺
を
周
回
し
て
荷
卸

し
の
順
番
を
待
つ
こ
と
の

な
い
よ
う
納
入
現
場
に
お

け
る
待
機
場
所
の
確
保
を

求
め
た
。
ま
た
、
東
京
協

組
は
残
・
戻
り
コ
ン
発
生

量
を
減
ら
す
た
め
、
残
コ

ン
も
有
償
化
し
た
い
意
向

だ
。
昨
春
に
戻
り
コ
ン
料

を
５
０
０
０
円
か
ら
１
万

円
に
引
き
上
げ
た
も
の

の
、
上
期
末
時
点
の
出
荷

に
対
す
る
残
・
戻
り
コ
ン

発
生
率
が
３
・
　
％
と
前

０６

年
度
に
比
べ
て
０
・
　
％
１４

上
昇
す
る
な
ど
狙
い
と
し

た
抑
止
効
果
が
出
て
い
な

い
た
め
。
来
年
度
中
に
実

施
す
る
方
向
で
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

濃
厚
に
な
っ
て
き
た
。
東

京
協
組
は
組
合
員
が
コ
ス

ト
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
な
い

よ
う
必
要
に
応
じ
て
買
増

し
も
視
野
に
入
れ
る
。

　
前
回
の
１
０
０
０
円
値

上
げ
は
こ
れ
ま
で
に
７
０

０
円
程
度
受
け
入
れ
ら
れ

た
と
い
う
。
未
達
成
分
の

３
０
０
円
も
遠
か
ら
ず
浸

透
す
る
も
よ
う
だ
。
東
京

協
組
は
未
達
分
の
確
保
が

腰
折
れ
し
な
い
よ
う
、
こ

れ
を
確
実
に
仕
上
げ
て
次

の
値
上
げ
を
打
ち
出
し
た

い
考
え
。

　
一
方
、
東
京
協
組
は
低

炭
素
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ

の
対
応
を
ま
と
め
た
。
Ｃ

Ｏ
２（
二
酸
化
炭
素
）
の
排

出
削
減
な
ど
脱
炭
素
に

「
前
向
き
に
取
り
組
む
」

と
し
つ
つ
、
高
炉
ス
ラ
グ

微
粉
末
な
ど
混
和
材
使
用

ち
出
し
、
足
元
で
は
原
油

価
格
の
高
騰
で
物
流
費
が

一
段
と
上
昇
。
生
コ
ン
価

格
へ
の
転
嫁
は
不
可
避
の

情
勢
と
な
っ
て
い
る
。

　
仮
に
セ
メ
ン
ト
価
格
が

２
０
０
０
円
上
が
っ
た
場

合
、
生
コ
ン
の
原
材
料
コ

ス
ト
を
８
０
０
円
程
度
押

し
上
げ
る
。
こ
れ
に
７
０

０
～
８
０
０
円
の
諸
々
の

コ
ス
ト
増
を
単
純
合
算
す

る
と
１
５
０
０
～
１
６
０

０
円
。
さ
ら
に
来
春
か
ら

産
廃
費
用
も
確
実
に
上
昇

す
る
と
み
て
お
り
、
次
の

値
上
げ
は
「
大
き
な
金
額

を
打
ち
出
し
た
い
」（
斎
藤

理
事
長
）
と
す
る
。

　
９
月
末
契
約
残
３
４
０

万
逢
の
う
ち
、　
％
が
前

６５

回
の
値
上
げ
前
の
旧
契
約

が
占
め
て
お
り
、
そ
の
納

入
が
本
格
化
す
る
こ
れ
か

ら
来
年
度
に
か
け
て
収
益

の
重
荷
に
な
る
可
能
性
が

　
東
京
協
組
が
８
月
に
組

合
員
を
対
象
に
行
っ
た
コ

ス
ト
動
向
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
、
今
年
度

の
原
材
料
費
、
物
流
費
、

産
業
廃
棄
物
処
理
費
な
ど

の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
生
コ

ン
１
逢
当
た
り
７
０
０
～

８
０
０
円
に
上
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
と
い

う
。
調
査
後
、
セ
メ
ン
ト

各
社
が
大
幅
値
上
げ
を
打

　
東
京
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
（
中
央
区
、
斎
藤
昇
一
理
事
長
）
は

２
０
２
２
年
度
中
に
生
コ
ン
の
大
幅
値
上
げ
に
踏
み
切
る
。
セ
メ
ン
ト
各
社
が

２
０
０
０
円
以
上
の
値
上
げ
を
相
次
い
で
打
ち
出
す
な
ど
コ
ス
ト
が
急
激
に
膨

ら
む
見
通
し
と
な
っ
た
た
め
だ
。
東
京
協
組
が
４
日
に
開
い
た
記
者
と
の
懇
談

会
で
斎
藤
理
事
長
は
「
次
の
値
上
げ
額
は
、
前
回
（
　
年
４
月
の
１
０
０
０
円

２０

値
上
げ
）
を
は
る
か
に
上
回
る
」
と
語
り
、
セ
メ
ン
ト
値
上
げ
交
渉
の
行
方
な

ど
を
勘
案
し
て
上
げ
幅
や
時
期
を
決
め
、
早
け
れ
ば
来
年
１
～
２
月
に
表
明
す

る
考
え
を
示
し
た
。

来
年
度
中
に
大
幅
値
上

来
年
度
中
に
大
幅
値
上
げげ

東
京
生
コ
ン
協
組
 買
増
し
も
視
野
１～２月表明

◆ 事業化検討段階から、プラント設計、
　運用導入、スタッフ研修、安定稼働まで
　フルサポートします。
◆ 燃焼灰処理プラントの安定操業のため
　に定期的な訪問や各種分析及び試験
　などで測定し、安全・安心を確保します。
◆ 管轄エリアを決めて契約を結ぶので 
　パートナー間で競合しません。
◆ 企業の社会的責任（CSR）の一環とし
　て地域内外に訴求できます。
◆ 燃焼灰の排出者との契約交渉～確約～
　アフターフォローまで弊社が受け持ちます。

FKGコーポレーション
株式会社福岡建設合材

役目を終えた生コンプラントを活用して
燃焼灰処理事業を一緒に始めませんか？

私たちは、燃やされて不要となった燃焼灰に新たな価値を見出し、町のあらゆる
場所でその町で役立つものとして再生させる新しいビジネスモデルを創りました。

日本初の技術を使った「RUS事業」
ライセンス契約を結び、当社のパートナーになっていただくことで、燃焼灰の無害化（日本初の FKG独自技術、
『RUS システム®（燃焼灰処理システム）』）、製品化（機能性人工石『お陰石シリーズ（FKGオリジナル製品）』
の製造）のための設備と安定操業に関するノウハウを、オールインワンのパッケージとしてご提供します。

生コンプラントからの転用に最適！
生コン製造フローと燃焼灰処理～機能性人工石（お陰石）の製造フローは類似しているため、プラント改造で
燃焼灰処理事業が可能です。ゼロからのプラント建設に比べて初期投資が 1/4 程度に抑えられます（九州の生
コン工場で導入実績あり）。産業廃棄物処理のため、収益性も安定しています。

燃焼灰排出企業様

処理委託 処理と販売

地元パートナー
企業様

技術、品質の提供

FKG

燃焼灰処理委託

燃焼灰処理ビジネス
スキームの提案

（燃焼灰の安定化処理
技術の提供など）

RUS使用料

・燃焼灰処理委託交渉
・処理品質と製品流通
　を担保

〒869-4704　熊本県八代市千丁町古閑出262
TEL 0965-46-1264　FAX 0965-46-1764
http://www.fukuoka-gouzai.co.jp/

・火力発電所様
・土木建築企業様
・生コン企業様
・商社企業様
                 など

システム導入のメリット

　　  全国
の

パートナー
企業様を

　　  募集
中！

Resource Use System

まずはお問い合わせくださいまずはお問い合わせくださいまずはお問い合わせください


